
選択科目Ⅱ-1 都市公園 

 

 

① 「当来」→「到来」 

② コロナの影響は刻々というより、急速に変化したと思います。一方、人口減少や高齢化

社会の影響は刻々で良いと思います。よって、変化のスピードは書かない方が良いと思い

ます。 

③ コロナで公園等オープンスペースの価値が見直されたのはその通りですが、グリーンイ

ンフラとしての多面的な活用は、コロナウイルス感染拡大前から取り組まれています。間

違いとは言い切れませんが、つながりが弱い感じがします。 

④ 地球温暖化を受けてのヒートアイランドであれば、違和感があります。温室効果ガスの

抑制→CO2 吸収源としての効用、ヒートアイランド抑制→遮熱、蒸散作用による効用で

す。 

⑤ 「生活に」→「QOL向上に」 

 

 

⑥ 背景で触れていないですね。「地域防災」→「防災施設」 

⑦ 説明ないと分かりづらいです。 

⑧ 単なる占用物の効果です。よって、緑の涵養効果にも触れた方が良いと思います。 
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⑨ 「防災公園」→「避難施設」 

 

 

⑩ スポーツ施設の整備をすることが条件のように見えますが、公園整備そのものがレク

リエーション機能を備えているものと理解しています。 

⑪ この記述は良いと思います。高齢化が進んでいるといった前段の背景を受けて、健康づ

くりの場として今後一層活用されるという、この論調は解答にふさわしいと考えます。他

の項目もこのような記述が良いと思います。 

 

 

⑫ 公園の設えによるのではありませんか。 

⑬ なぜ多世代の住民と関係を持つことができるのか分かりません。 

⑭ 学校教育法の定義では、保育所は学校に含まれません。保育所は児童福祉施設です。 
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